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	スライド 1: 令和7年度　新宿区　とうきょうすくわくプログラム　活動報告書　　　
	スライド 2: 活動スケジュール  ・１年を通して、各クラス、サブテーマに合わせて活動に取り組みました。 ①各クラス、テーマを基にどんなことができるかを考え、クラスで実践し、活動を事例に起こす ②事例について、他クラスの職員との意見交換やグループ討議をする ③話し合いや意見を参考に次の活動を考え、取り組む ※①～③を繰り返し、自然への興味や遊びを深められるようにしていきました。   ・園庭づくりの話し合い、講師の研修、観察会（保育を見合う）、自然に関する本の貸し出しなども随時行いました。 
	スライド 3: 探究活動の実践、活動内容    【０歳児】 ・ポーチや室内で水、葉っぱ、砂、土、雪など様々な自然物に触れる遊び ・アリやミミズなど生き物を一緒に見る経験　・風船、新聞紙など身近なものに触れる経験 　【１歳児】 ・プランターで植物を育ててみる活動（朝顔、万願寺唐辛子、チューリップ）・探索（散歩バック） ・落ち葉遊び（パタパタプール、シャラシャラトンネル、砂遊び）　・室内で葉っぱに触れる遊び（制作、飾る、見る、触れる） ・五感で感じる遊び（感触、におい、音、形や大きさや色などの視覚など） 　【
	スライド 4: 活動中の子どもの声、子ども同士や保育者との関わり   　【０歳児】 ・「なんだろう？」「びっくりした」「においがする」「ざらざらしている」「おもしろい」など、自然に触れた 　感覚や思いを保育者が言葉に換えながら寄り添い、共感しながら楽しさを感じたり、興味をもったりできるようにしてきました。  　【１歳児】 ・葉っぱを一緒に探しながら「赤い葉っぱがあるね」「つるつるしているね」と色や形、感触、大きさなどに気付けるようにすることで 　自然と子どもたちも興味をもち、「あったよ」と見つけたり遊びに
	スライド 5:   【４歳児】 ・園庭に出ると「おおきなはっぱがあった」「いくつあるかな」と見つけたものを大事にしたり、 友達に知らせ、発見を喜び合ったり一緒に探したりする姿が多く、自分の入れ物や棚を 用意するようにしました。取っておけるようにしたことで見つけたものが変化していることに 気付く姿も出てきて、自然に対する興味が増していきました。クラスでも朝の活動を使っ て友達の発見や遊びを知らせる機会を作り、興味や楽しさが広がっていくよう援助する ことで、友達の遊びをきっかけに興味をもったり真似してみたりす
	スライド 6: 振り返り…振り返りによって得た保育者の気づき   ・テーマをもつことで、保育者も園庭の自然にいつも以上に目を向けて子どもたちと楽しむことができました。 ・“子ども＝なんでも触る “ではなく、個々に触れたいもの、好みの感触が異なること、そして成長と共に感触 の好みの変化があることを改めて学びました。また、継続した経験や関わりの大切さを改めて感じました。 ・保育者の楽しむ姿や興味をもつことは子どもたちに大きな影響力を与えること、また、興味の広がりは友達 の影響力が大きいということを学びました。
	スライド 7:    

